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「那耆の海・耐久ウォーク」のひとこま
4/6（日）広川町役場に 105 名の参加者が集合。４班に分かれ、
広川町から湯浅町を散策した。
巡回コース：「広川町役場」→「稲むらの火の館」→「東濱口邸」

→「耐久舎」→「広村堤防」→「湯浅町北町」→「深専寺」
→「湯浅町多目的ホール」

  　　（写真上）広村堤防・満開の桜の下を歩く
  　　（写真下）湯浅伝統的建造物群保存地区（北町角長付近）にて
  　　　　　　  語り部の説明に耳を傾ける
  　　　　　　　　　 ※写真提供　西田賢一郎氏（関西耐久会・寝屋川市在住）
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第
六
十
回
全
日
制
・
第
五
十
二
回
定
時
制
卒
業
式
が
三
月

三
日（
月
）朝
夕
に
分
け
挙
行
さ
れ
た
。山
﨑
校
長
は
式
辞
で
、

「『
低
く
暮
ら
し
、
高
く
思
う
』
＝
こ
の
時
代
、
見
か
け
を
飾

る
こ
と
な
く
心
豊
か
に
い
き
て
い
く
こ
と
。『
ま
あ 

や
っ
て

み
な
は
れ
』
＝
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
た
松
下
幸
之
助
の
言
葉
。『
凡
事

徹
底
、
こ
れ
非
凡
な
り
』
＝
当
た
り
前
の
こ
と
を
人
一
倍
し

っ
か
り
と
や
り
続
け
ら
れ
る
人
が
認
め
ら
れ
る
。『
耐
久
学

舎
八
景
』
＝
宝
山
良
雄
校
長
が
選
定
し
た
有
田
の
景
勝
地
。」

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
は
な
む
け
の
言
葉
と
さ
れ
た
。
下

野
会
長
は
、
本
年
度
「
先
輩
が
先
生
」
で
の
林
、
横
山
両
氏

の
講
演
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
後
の
糧
に
す
る
こ
と
。
ま
た

昨
夏
の
佐
賀
北
高
校
の
甲
子
園
優
勝
に
ふ
れ
、「
熱
意
・
情

熱
・
執
念
が
も
の
ご
と
を
成
し
遂
げ
る
」「
天
は
私
た
ち
に

無
限
の
可
能
性
を

与
え
て
く
れ
て
い

る
」
と
卒
業
生
に

熱
く
語
り
か
け
た
。

　

平
成
二
十
年
度

入
学
式
は
、
四
月

八
日
（
火
）
に
行

わ
れ
た
。
全
日
制

二
四
○
名
、
定
時

制
二
三
名
の
入
学

が
許
可
さ
れ
た
。

全
日
制
入
学
式
で

は
、
新
入
生
を
代
表
し
て
弓
塲
真
世
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
、

希
望
に
満
ち
た
高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

　

旧
制
耐
久
中
学

校
、
有
田
高
等
女

学
校
、
耐
久
高
等

学
校
同
窓
会
の
皆

様
に
は
公
私
に
わ

た
り
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育
の
充
実

発
展
の
た
め
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
四
月
の
人
事
異
動
で
和
歌
山
工
業
高
等

学
校
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。三
十
一
年
前
、

新
米
教
員
と
し
て
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

こ
の
学
舎
に
四
分
の
一
世
紀
ぶ
り
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

教
員
の
「
い
ろ
は
」
を
先
輩
の
先
生
方
か
ら
教

わ
り
、
素
直
で
ま
じ
め
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
当
時
の
耐
久
高
校
生
と
共
に
授
業
や
ク
ラ

ブ
活
動
で
汗
を
流
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域

の
方
々
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
様
々
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
教
員
と
し
て
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
学
校
に
再
び
勤
務

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
日
々
の
教
育
活

動
に
全
力
を
注
ぎ
、
微
力
な
が
ら
耐
久
高
校
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
不
況
の
中
で
隆
々
と
し
て
業
績
好
調
で

あ
る
花
王
の
社
長
で
あ
っ
た
常
盤
文
克
さ
ん
は
著

書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
日
本

の
産
業
は
、
モ
ノ
づ
く
り
を
底
力
と
し
て
大
き
く

発
展
し
て
き
た
。
だ
が
こ
の
十
数
年
、
電
機
産
業

な
ど
で
業
績
の
低
迷
が
続
く
企
業
が
増
え
て
い

る
。
国
際
市
場
の
激
烈
な
競
争
の
中
で
性
能
の
向

上
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
が
、

各
社
横
並
び
の
消
耗
戦
に
陥
っ
て
、
苦
境
か
ら
な

か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
。
い
ま
、
モ
ノ
づ
く
り
を

越
え
る
何
か
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ

は
コ
ト
づ
く
り
で
あ
る
。
で
は
、コ
ト
と
は
何
か
。

そ
れ
は
、
企
業
で
言
え
ば
、
経
営
者
が
大
き
な
夢
、

明
確
な
目
標
を
言
葉
で
語
り
、
そ
れ
を
実
現
に
向

け
る
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
、
全
員
で
挑
戦
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
真
に
価
値
あ
る
モ

ノ
が
生
ま
れ
る
。」

　

こ
の
こ
と
を
私
な
り
の
解
釈
で
学
校
に
言
い
換

え
れ
ば
、「
明
確
な
教
育
目
標
に
基
づ
く
学
校
経

営
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
戦
略
的
教

育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
協
働
・
創
造
・
考
究
の

学
校
組
織
開
発
を
お
こ
な
う
。
そ
の
こ
と
で
、
教

員
・
生
徒
双
方
が
満
足
で
き
る
学
校
づ
く
り
が
可

能
に
な
る
。」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
う
し
た
学
校
づ
く
り
の
第
一
歩
と
い
う
意
味

も
込
め
て
、
良
質
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係

す
な
わ
ち
、
言
い
た
い
こ
と
が
言
い
合
え
る
信
頼

関
係
い
わ
ば
同
僚
性
の
あ
る
組
織
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
主
役
は
、言
う
ま
で
も
な
く
生
徒
で
す
。

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
耐
久
高
校
で
学
ん
で
よ
か

っ
た
と
言
っ
て
卒
業
し
て
い
く
」
そ
ん
な
学
校
を

創
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
和
歌
山
市
出
身

・
向
陽
高
等
学
校
英
語
科
卒
業

・
岡
山
大
学
法
文
学
部
東
洋
史
学
専
攻
卒
業

・
教
職
歴

　

耐
久
高
等
学
校
（
６
年
）

　

吉
備
高
等
学
校
（
１
年
）

　

和
歌
山
北
高
等
学
校
（
４
年
）

　

向
陽
高
等
学
校
（
14
年
）

　

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
（
４
年
）

　

和
歌
山
工
業
高
等
学
校
教
頭
（
２
年
）

　

本
年
４
月
、
耐
久
高
等
学
校
着
任

平
成
十
九
年
度 

卒
業
式
・
平
成
二
十
年
度 

入
学
式

耐
久
高
校
に
着
任
し
て

教　

頭　

森

本

清

仁

支
部
連
絡
先

 有 田 耐 久 会 
会長　柏　原　政夫美

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

 関 東 耐 久 会 
会長　九　鬼　利　郎

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 関 西 耐 久 会 
会長　萩　平　　　勲

〒540-0012  大阪市中央区谷町 1-3-17-301 号
ビジネス インテグレート㈱

Tel  06-6941-8282

 和歌山耐久会 
会長　田　辺　善　彦

〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2
田辺法律事務所

Tel  073-431-2801

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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今
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
は
、
二
年
ぶ
り
に
志
願
者
数

が
減
少
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の

問
題
は
や
や
易
化
し
た
結
果
、
平

均
点
は
文
系
（
６
教
科
７
科
目
）

で
14
点
、理
系
（
５
教
科
７
科
目
）

で
25
点
の
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。
こ

の
平
均
点
ア
ッ
プ
に
よ
る
強
気
出

願
に
よ
り
、
志
願
者
数
の
減
少
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
公
立
大
受
験

者
数
は
前
年
並
み
と
な
る
厳
し
い

入
試
と
な
っ
た
。

　

私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
都
市

部
の
知
名
度
の
あ
る
中
堅
上
位
校

が
軒
並
み
志
願
者
増
と
な
り
、
ま

た
セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均
点
上
昇

に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

試
の
私
大
で
志
願
者
が
増
加
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
っ
た

が
、
国
公
立
大
学
に
つ
い
て
は
42

名
が
合
格
（
過
年
度
生
を
含
む
）

を
決
め
た
。
ま
た
私
立
大
学
に
つ

い
て
は
早
稲
田
、
明
治
、
同
志
社
、

立
命
館
、
関
西
、
関
西
学
院
に
延

べ
33
名
が
合
格
。ま
た
京
都
産
業
、

近
畿
、
甲
南
、
龍
谷
に
延
べ
68
名

が
合
格
し
た
。
ク
ラ
ス
数
が
昨
年

度
よ
り
１
ク
ラ
ス
減
少
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
諸
君
は
最
後

ま
で
粘
り
強
く
頑
張
り
よ
く
健
闘

し
た
。

　

本
校
で
は
一
昨
年
よ
り
セ
ン

タ
ー
試
験
の
受
験
者
に
対
す
る
演

習
講
座
（
進
路
別
展
開
講
座
）
を

実
施
し
て
、
生
徒
達
の
セ
ン
タ
ー

試
験
の
受
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
ま
た
二
次（
個
別
学
力
試
験
）

の
受
験
者
に
対
し
て
は
補
習
を
準

備
し
て
、
生
徒
個
々
の
受
験
大
学

に
対
応
し
た
二
次
対
策
補
習
を
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
徒
達
が
受
験
に

お
い
て
力
を
充
分
発
揮
で
き
る
よ

う
な
学
習
環
境
を
、
出
来
る
限
り

整
え
て
い
き
た
い
。

進　　　　　　学 就　　職 そ

の

他

合　

計
大学 短大 専

修
各
種

公
務
員

企　
　

業

家　
　

業
計国

立
公
立
私
立計国

立
公
立
私
立計

男 16 2 70 88 0 0 0 0 11 1 7 0 8 3 110
女 8 8 44 60 0 0 33 33 20 1 5 0 6 4 123
計 24 10 114 148 0 0 33 33 31 2 12 0 14 7 233

大　　　　　　　学 短　　　大
合　

計
国　立 公　立 私　立 国立 公立

計
私立

現 過 計 現 過 計 現 過 計 現 過 現 過 現 過 計

男 16 5 21 2 2 4 117 41 158 0 0 0 0 0 0 0 0 183
女 8 1 9 8 0 8 84 0 84 0 0 0 0 0 44 0 44 145
計 24 6 30 10 2 12 201 41 242 0 0 0 0 0 44 0 44 328

（1） 平成 20年 3月卒業生進路状況 （2） 平成 20年 3月卒業生・過年度生　大学・短大合格者数

（5） 平成20年度私立合格大学
　　　　（延べ合格者数・過年度、指定校含む：平成20年3月30日現在）
・早稲田大（３）  
・明治大（１）    
・同志社大（５）  
・立命館大（５）  
・関西大（15）    
・関西学院大（４）
・龍谷大（21）             
・京都産業大（９）         
・近畿大（37）             
・甲南大（１）             

・佛教大（12）             
・京都女子大（２）         
・大阪工業大（11）　　　etc.

・和歌山信愛女子短大（11） 
・武庫川女子短大（８）     
・京都女子短大（２）        
・龍谷大短大（３）         
・関西外国語短大（５）   etc.

（6） 平成20年度 専門学校・公務員・就職
　　　　　　　　　　（実合格者数・過年度含む：平成20年3月30日現在）
・和歌山赤十字看護（３）   
・和歌山県高等看護（２）   
・星ヶ丘厚生年金看護（１） 
・大阪労災看護（１）　　   etc.

・公務員（２）             
・関西電力（２）                       
・住友金属工業（１）       
・東燃ゼネラル石油（２）   
・三菱電線工業（１） 　　　etc.   

15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 20 年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

国公立大 25 18 43 13 21 34 16 19 35 15 22 37 11 16 27 18 16 34
私 立 大 67 53 120 64 35 99 64 51 115 56 37 93 66 42 108 70 44 114
短 大 2 44 46 0 46 46 0 31 31 1 43 44 1 36 37 0 33 33
専修各種 30 32 62 27 31 58 21 21 42 25 29 54 25 38 63 11 20 31
公 務 員 1 2 3 2 1 3 3 4 7 2 2 4 4 1 5 1 1 2
就 職 6 5 11 4 4 8 3 5 8 5 12 17 10 9 19 7 5 12
そ の 他 20 10 30 28 6 34 25 6 31 24 1 25 15 3 18 3 4 7
合 計 151 164 315 138 144 282 132 137 269 128 146 274 132 145 277 110 123 233

（3） 過去６年間の進路状況 （4） 平成20年度国公立合格大学
　　　　　 （実合格者数・過年度含む：平成20年3月30日現在）
・大阪大（１）
・大阪市立大（１）       
・京都教育大（１）       
・大阪府立大（２）       
・大阪教育大（１）       
・神戸市立外国語大（２） 
・奈良女子大（１）       
・奈良教育大（１）
・電気通信大（１）
・埼玉大（１）
・静岡大（１）
・信州大（１）
・福井大（１）

・和歌山県立医科大
　　 （保健看護学部）（４）
・和歌山大（９）       
・岡山大（３）        
・徳島大（３）        
・愛媛大（１）        
・高知大（１）        
・島根大（１）        
・長崎大（医）（１）   
・防衛大学校（１）    
・兵庫県立大（１）    
・岡山県立大（１）       
・県立広島大（１）

進
路
指
導
部
長　

柴
田　

秀
作

平
成
20
年
度
大
学
入
試　

進
路
概
況
に
つ
い
て

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）
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　　　　　　　軟式野球部主将（三年一組）出 口 純 也
　僕たちは５月 26 日から行われた県高校総体に出場し
ました。1 回戦は古座高校に 8 対 0、２回戦は南部高校
に２対１で勝利し、決勝戦まで勝ち進みました。そして
苦闘の末、宿敵の新宮高校を５対３で破り見事優勝し、
６月６日から９日まで兵庫県明石第一球場で行われた近
畿大会に出場しました。
　この４月から新しく監督が種治先生に代わり、しんど
かった練習がより一層激しさを増し、でも僕達はそれに
負けることなくチームー丸となって頑張ってやって来ま
した。この近畿大会出場はその結果だと自負しています。
　近畿大会では、1 回戦で京都の東山高校と対戦しまし
た。一生懸命頑張りましたが、お互いに得点できず、0
対 0 のまま大会規定により失策数の少なかった僕たちの
勝利となりました。準決勝は兵庫県の神港学園高校と延
長 14 回の熱戦の末、残念ながら負けてしまいました。
　しかし僕たちはこれらの試合を通じて一生懸命に頑張
ることの大切さを学びました。初めての近畿大会を経験

して、和歌山以外の学校をたくさん知ることになり、試
合運びや練習方法を学ぶこともたくさんありました。そ
して何よりも野球をする楽しさをさらに知ることができ
ました。僕たちを応援して下さったみなさんありがとう
ございました。これからも頑張ります。

◆
有
田
耐
久
会
設
立
総
会
・
懇
親
会

　
　

日　

時　
　

８
月
30
日
（
土
）　

18
時
30
分
〜

　
　

場　

所　
　

湯
浅
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
地
元
、
有
田
地
方
や
そ
の
周
辺
地
域
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
関

係
各
位
の
ご
入
会
と
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

◇
会
員
の
募
集
案
内
及
び
詳
細
は
右
記
役
員
又
は

　

同
窓
会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

六
二
ー
四
一
四
八
）
に

　

お
問
い
合
せ
下
さ
い 柏 

原  

政
夫
美  

氏

同
窓
会
活
動
報
告

卒業式……会長・顧問
有田耐久会・組織強化委員会合同会議（学校）
四役員会（学校）
教職員送別会（横楠）……会長
関西耐久会主催「那耆の海・耐久ウォーク」
有田耐久会・組織強化委員会合同会議（学校）

2008（Ｈ20）年
3
13
18
4
6
24

3.

4.

関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）……校長・会長
四役員会（学校）
有田耐久会・組織強化委員会合同会議（学校）
会報編集委員会（学校）
県同窓会連絡協議会総会（高野山大学）……校長・会長・副会長・会計・事務局
四役員会（高野山・清水町）
有田耐久会・組織強化委員会合同会議（学校）
会報編集委員会（学校）

11
21
12
12
5
5
２３
３０

5.

6.

7.

役　

職

会　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局

事
務
局

事
務
局

会　

計

幹　

事

幹　

事

幹　

事

幹　

事

幹　

事

幹　

事

期高19
高
15

高
18

高
25

高
26

高
28

高
28

高
28

高
22

高
29

高
30

高
31

高
37

高
40

地　

域

吉　
　

備

湯　
　

浅

湯　
　

浅

吉　
　

備

箕　
　

島

湯　
　

浅

湯　
　

浅

糸　
　

我

糸　
　

我

和
歌
山
市（
広
川
）

湯　
　

浅

吉　
　

備

吉　
　

備

由　
　

良

　

氏　
　
　

名

柏　

原　

政
夫
美

池　

辺　

正　

晴

坂　

本　

美
恵
子

三　

角　
　
　

治

古　

川　

友　

子

宮　

井　

順　

子

鈴　

木　

宏　

明

大　

浦　

睦　

美

山　

崎　

佳　

彦

谷　

岡　

義　

則

弓　

場　
　
　

守

山　

田　

展　

生

佐
々
木　

哲　

也

平　

林　

あ
ゆ
み

（投）片桐 有輝　　（捕）寺村 太樹　　（一）西　 弘太
（二）中石 貴也　　（三）村山 正直　　（遊）田端 　岳
（左）出口 純也　　（中）寺杣 　隼　　（右）赤井 友哉
（補欠）植村 文哉　　堀内 誠也　　畠中 健太　　嶋田 倫也
　　　　林　 知宏　　西村 彰人　　宮井 亮太　　久喜 謙次郎

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
昭
和
42
年
3
月　

県
立
耐
久
高
等
学
校
卒
業

・
昭
和
46
年
3
月　

玉
川
大
学
卒
業

・
昭
和
46
年
4
月　

県
立
南
紀
高
等
学
校
教
諭

・
昭
和
51
年
4
月　

県
立
耐
久
高
等
学
校
教
諭

・
昭
和
62
年
4
月　

県
立
御
坊
商
工
高
等
学
校
教
諭

・
平
成
2
年
4
月　

県
立
耐
久
高
等
学
校
教
諭

・
平
成
7
年
4
月　

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事

・
平
成
13
年
4
月　

下
津
町
立
下
津
女
子
高
等
学
校
教
頭

・
平
成
16
年
4
月　

下
津
町
立
下
津
女
子
高
等
学
校
校
長

・
平
成
18
年
4
月　

㈱
柏
原
運
送
代
表
取
締
役

軟式野球部・６年ぶり県大会優勝　近畿大会出場（３位）

有
田
耐
久
会 

ス
タ
ッ
フ
決
ま
る

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。

株式会社ダンロップファルケン近畿
有田営業所

〒643-0005 有田郡湯浅町大字栖原字横田82
TEL.（0737）63-4001　FAX.（0737）63-2993
E-mail：62062631＠knk.dunlop-falken.co.jp

は

応援しています
　下 野 憲 英（高13期）

創業170余年－－－安心出来る店

山下ぶつだん店
山下正晃（高10期）

湯浅・南かじや町  TEL/FAX 62－2901

有田耐久会設立を祝し
柏原会長（高19期）の
奮闘を祈る

高校19期7･8･9組
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臨
教
審
で
も
有
名
に
な
っ
た
言
葉

に
、「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
な

い
も
の
、
大
切
な
も
の
と
、
時
代
の
変

化
に
鋭
敏
に
対
応
す
べ
き
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
不
易
と
流

行
」
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
教
育
は
成

り
立
つ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
最

近
は
改
革
、
改
革
と
い
っ
て
、
往
々
に

し
て
こ
の
流
行
の
部
分
に
少
し
目
を
奪

わ
れ
過
ぎ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
私
に
は
思
え
る
の
で
す
。
む

し
ろ
こ
の
不
易
の
部
分
、
本
来
の
教
育

の
果
た
す
べ
き
中
核
部
分
の
と
こ
ろ
に

し
っ
か
り
と
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
と
り
わ
け
話
題
に
な
っ
て
い

る
学
力
問
題
に
つ
い
て
も
、
時
間
数

だ
け
増
や
し
て
い
け
ば
、
10
％
増
や
せ

ば
、
そ
の
分
日
本
の
子
ど
も
の
学
力
が

高
ま
っ
て
い
く
か
と
言
う
と
、
こ
の
あ

た
り
は
な
か
な
か
簡
単
で
は
無
い
と
思

い
ま
す
。
学
力
の
背
景
と
い
う
か
そ
の

基
に
あ
る
、
真
面
目
に
学
ぼ
う
と
す
る

姿
勢
、
教
師
の
手
の
内
に
あ
る
も
の
を

し
っ
か
り
学
び
取
っ
て
い
こ
う
と
い
う

旺
盛
な
学
習
へ
の
意
欲
、
ま
た
一
旦
取

り
組
ん
だ
ら
絶
対
そ
れ
を
も
の
に
す
る

ま
で
最
後
ま
で
締
め
な
い
で
頑
張
る
と

い
う
強
い
意
志
の
力
と
い
っ
た
も
の
を

ど
う
育
て
る
か
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と

思
う
か
ら
で
す
。
時
間
数
を
増
や
す
と

い
っ
た
数
量
的
な
拡
大
だ
け
に
力
点
を

置
き
過
ぎ
れ
ば
、
5
年
後
、
10
年
後
に

ま
た
新
た
な
別
な
問
題
が
生
じ
る
と

い
っ
た
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
う

の
で
す
。

　

加
藤
周
一
さ
ん
が
か
つ
て
ラ
テ
ン
語

の
教
科
書
を
2
冊
マ
ス
タ
ー
し
た
時
の

経
験
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
教
科
書
を

遅
く
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
別
の
本
の
読

み
方
が
早
く
な
る
。
教
科
書
を
早
く
読

め
ば
読
む
ほ
ど
、
別
の
本
の
読
み
方
が

遅
く
な
る
。」
こ
れ
は
基
礎
・
基
本
で

あ
る
教
科
書
を
丁
寧
に
し
っ
か
り
読
ん

で
お
け
ば
、
別
の
本
が
早
く
読
め
る
、

つ
ま
り
応
用
力
が
つ
く
と
い
い
、
逆
に

教
科
書
を
早
く
読
み
飛
ば
し
て
い
け
ば

応
用
力
が
身
に
つ
か
な
い
、
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
学
校
教
育
で
あ
れ
、
家

庭
教
育
で
あ
れ
、
こ
の
基
礎
・
基
本
を

徹
底
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
今
一
度
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

か
つ
て
１
９
８
１
年
か
ら
２
０
０
３

年
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
相
を
努
め
、

Look East Policy

（
東
方
政
策
）
で
も

有
名
な
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
、
今
日
の

日
本
の
発
展
の
基
は
、
日
本
人
の
教
育

熱
心
、
勤
労
意
欲
、
企
業
経
営
の
あ
り

方
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
日
本
人
の
国
民

性
と
し
て
の
高
い
道
徳
に
あ
る
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
直
接
学
ば
せ
よ
う
と
多

く
の
学
生
等
若
者
を
日
本
に
派
遣
し
ま

し
た
。
そ
の
彼
が
以
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
中
で
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。「
失
礼
な
が
ら
、
今
の
日
本

の
若
者
か
ら
学
ぶ
も
の
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
彼
ら
の
中

に
、
今
日
の
日
本
を
作
り
上
げ
て
き
た

か
つ
て
の
日
本
の
若
者
の
姿
、
真
面
目

さ
、
勤
勉
さ
、
逞
し
さ
を
ど
う
も
発
見

し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」

大
変
痛
烈
な
言
葉
で
し
た
。

　

数
年
前
、
国
連
の
「
世
界
物
理
年
」

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
博
士
が
、
特
殊
相
対
性
理
論
は
じ

め
画
期
的
な
論
文
を
三
本
立
て
続
け
に

発
表
し
た
年（
１
９
０
５
年
）か
ら
ち
ょ

う
ど
100
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
年
が
設
け
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
世
界
物
理
年
を
特
集
し

て
い
た
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
博
士
が

１
９
２
２
年
に
来
日
し
、
43
日
間
の
滞

在
中
全
国
を
ま
わ
ら
れ
、
多
く
の
日
本

人
と
交
流
す
る
と
と
も
に
、
大
学
等
で

精
力
的
に
講
演
活
動
を
行
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
日
本
滞
在
中
の
印
象
を

息
子
に
あ
て
た
手
紙
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
国
の
人
々
は
、

物
静
か
で
、
控
え
め
で
、
と
て
も
知
的

で
あ
る
。
ま
た
芸
術
好
き
で
、
他
人
へ

の
思
い
や
り
が
あ
っ
て
大
変
感
じ
が
よ

い
。」

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
事
は
、
我
々
が
日

本
人
と
し
て
長
年
大
切
に
し
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
あ
る
意
味

で
は
今
日
の
我
が
国
の
発
展
の
、
ま
た

日
本
人
が
国
際
社
会
の
中
で
評
価
さ
れ

る
大
き
な
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

先
に
も
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

今
、
国
際
比
較
等
か
ら
見
た
学
力
問

題
に
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
確
か
に
学
習
へ
の
意
欲
を
育
て
、

学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
本
当
の
意
味
で
知
的
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
知
性
を
育
て
、
や
さ
し
さ

を
育
て
る
営
み
が
、
学
校
教
育
の
場
で

あ
れ
、
家
庭
教
育
の
場
で
あ
れ
、
一
層

し
っ
か
り
と
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
る
次
第
で

す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
有
田
市
宮
原
町
出
身
（
現
・
和
歌
山
市
在
住
）

・
耐
久
高
校
（
第
15
期
・
昭
和
38
年
）
卒
業

・
京
都
外
国
語
大
学
卒
業

・
和
歌
山
県
高
校
教
諭
を
経
て
県
教
育
委
員
会

・
耐
久
高
等
学
校
校
長
（
平
成
12
年
〜
17
年
）

・
現
・
和
歌
山
外
国
語
専
門
学
校
長

和
歌
山
外
国
語
専
門
学
校
長　

薮

添

泰

弘

教
育
に
お
け
る
最
も
大
切
な
こ
と
は
…
…

メールアドレス　t a i k y u - o @ c r e a m y . n a x . n e . j p

母校の発展を祈念して

江　川　瑞　峰（高15期）
江　川　尚　輝（高50期）
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
の
五
月

十
一
日
十
一
時
よ
り
、池
袋
の
ホ
テ
ル
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
第
七
回
関
東
耐
久

会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
七
十
一
名
の
ほ
か
下
野

同
窓
会
会
長
、萩
平
関
西
耐
久
会
会
長
、

柏
原
有
田
耐
久
会
会
長
並
び
に
山
﨑
校

長
先
生
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
小
島

副
会
長
の
総
合
司
会
に
よ
り
総
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
関
東
耐
久
会
の
発

足
・
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

神
山
顧
問
及
び
会
員
数
名
の
ご
逝
去
に

際
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
出
席
者
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

校
歌
を
斉
唱
し
九
鬼
会
長
の
挨
拶
の

後
、
会
則
に
基
づ
き
九
鬼
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
に
入
り
、
大
野
・
北
野
両

副
会
長
の
提
案
説
明
に
よ
り
各
議
案
と

も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
九
鬼
会
長
よ
り
役
員
改
正
案
が
提
案

さ
れ
、
全
員
が
再
任
と
な
り
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
日
本
音

楽
呼
吸
研
究
所
所
長
の
宮
浦
清
先
生
に

よ
る
、「
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
と

音
楽
腹
式
呼
吸
の
実
演
」
と
題
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
が

響
き
渡
り
一
同
感
激
す
る
と
と
も
に
、

先
生
が
独
自
に
考
案
さ
れ
た
音
楽
腹
式

呼
吸
法
を
全
員
で
実
践
す
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
で
し
た
。
又
、
先
生
に
は
懇

親
会
中
に
二
回
も
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え

て
演
奏
し
て
頂
き
、
特
に
「
フ
ー
テ
ン

の
寅
さ
ん
の
テ
ー
マ
」
を
ジ
ャ
ズ
風
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
演
奏
さ
れ
た
時
は
拍
手

喝
采
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
下
野
同
窓
会
会
長
、
山
﨑

校
長
先
生
の
挨
拶
を
頂
き
伊
藤
三
郎
先

輩
の
ご
発
声
に
よ
り
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
懇
親
会
で
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
会
員
の
太
田
美
代
子
さ

ん
、
北
野
正
治
さ
ん
、
森
治
夫
さ
ん
に

よ
る
「
安
来
節
」
が
実
演
さ
れ
、
太
田

さ
ん
の
軽
妙
な
語
り
と
「
ど
じ
ょ
う
す

く
い
」
の
踊
り
に
は
出
席
者
一
同
爆
笑

し
、
大
変
好
評
で
し
た
。
来
年
以
降
も

会
員
の
皆
様
で
特
技
を
お
持
ち
の
方
は

是
非
披
露
し
て
頂
こ
う
と
役
員
で
確
認

し
た
次
第
で
す
。
懇
親
会
は
、
久
し
振

り
の
再
会
で
地
元
の
話
題
、
学
生
時
代

の
想
い
出
等
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘

れ
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

関
東
耐
久
会
の
会
員
は
約
二
百
六
十

名
で
す
が
、
総
会
・
懇
親
会
に
は
顔
見

知
り
が
い
な
い
の
で
と
出
席
を
躊
躇
し

て
い
る
会
員
の
皆
様
も
居
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
は
同
じ
学
舎
で

学
ん
だ
同
窓
生
で
す
。
打
ち
解
け
る
の

も
早
く
郷
里
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま

す
。
是
非
会
員
の
皆
様
に
は
ご
出
席
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長　
　

前　
　

郁　

夫

関
東
耐
久
会
役
員
構
成

会　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監　

事

九
鬼　

利
郎

大
野　
　

博

北
野　

正
治

前　
　

郁
夫

小
島
美
津
子

東
山　

実
子

中
村　

久
和

（
再
任 

高
５
）

（
再
任 

高
９
）

（
再
任 

高
８
）

（
再
任 

高
17
）

（
再
任 

高
19
）

（
再
任 

高
25
）

（
再
任 

高
６
）

平成20年度関東耐久会行事予定
日　　時

９月11日（木）
　～12日（金）

ゴルフ大会
（栃木県）太平洋クラブ＆
　　　アソシエーツ益子コース
　３組（12名）程度予定

場所未定
必要により随時開催

古河庭園・サンケイ新聞印刷センター
東京ベイホテル 東急（昼食）
東京消防庁 本庁防災館

バス旅行

評議委員会
幹　事　会

11月８日（土）

2009年１月
その他

行　　事 記　　　　　事

 
関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会

第
７
回

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

頑張れ母校
　　  負けるな耐久

橋本印刷所
TEL 0737－62－2343

つ る や

川 野 益 弘（高14期）

和生菓子
なれ寿し

有田郡湯浅町湯浅1000-2
TEL（0737）62－2341

代表取締役　堀　端　孝　治
（高16期）

株式会社 関西トラスト

URL. www.kansai-kg.co.jp

〒542-0086
大阪市中央区西心斎橋１－４－５
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平
成
20
年
4
月
6
日
（
日
）、
広
川

町
の
役
場
前
に
105
名
の
耐
久
高
校
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

白
倉
充
広
川
町
長
（
高
12
）
の
歓
迎
の

挨
拶
な
ど
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ

と
、
早
速
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
広
川

町
の
散
策
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
な
か
っ

た
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
は
、
津
波
の

実
験
装
置
や
最
近
の
被
害
写
真
の
展
示

な
ど
が
あ
っ
た
り
、
地
震
の
怖
さ
が
だ

れ
に
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
世
界
中
が
地
震
対
策
に

頭
を
悩
ま
し
て
い
る
現
在
、
貴
重
な
博

物
館
が
我
が
ふ
る
さ
と
に
あ
る
と
い
う

の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
で
す
ね
。

　

東
濱
口
邸

は
、
広
川
町

の
西
岡
利
記

総
務
課
長（
高

21
）
が
案
内

し
て
く
れ
ま

し
た
。
梧
陵

翁
は
、
あ
の

勝
海
舟
や
福

沢
諭
吉
と
も

親
し
く
交
流

し
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
後
期
、
日

本
中
が
武
器
な
ど
を
購
入
し
外
国
の
侵

略
に
備
え
て
い
る
と
き
、「
武
備
が
い

か
に
厳
重
で
も
、
人
の
心
が
一
致
し
て

い
な
い
な
ら
ば
、
何
の
効
果
も
な
い
。」

「
目
下
の
急
務
は
、
学
校
を
興
し
、
文

武
を
励
ま
し
、
人
材
を
養
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。」
そ
ん
な
熱
い
思
い
で
翁
が

創
設
さ
れ
た
の
が
わ
が
母
校
耐
久
だ
っ

た
の
か
…
…
な
ど
と
感
慨
に
浸
り
な
が

ら
、見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梧
陵
堤
防
の
満
開
の
桜
の
下
で
お
弁

当
を
い
た
だ
い
た
後
、
国
か
ら
「
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定

さ
れ
た
湯
浅
の
町
に
バ
ス
で
向
か
い
ま

し
た
。
6
月
6
日
（
金
）
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
関
西
も
っ
と
い
い
旅
」
で
放
送
さ

れ
た
「
醤
油
の
町
に　

時　

悠
々
と
流

れ
て
」
の
と
お
り
、
昔
な
つ
か
し
い
雰

囲
気
が
町
中
に
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

深
専
寺
は
、
垣
内
貞
先
生
（
旧
中

39
）
の
解
説
の
も
と
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
本
堂
・
茶
室
・
庭
園
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
立
派

さ
か
ら
、
湯
浅
が
歴
史
上
如
何
に
重
要

な
町
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
伏
木

建
湯
浅
町
長
（
高
18
）
の
計
ら
い
で
、

役
場
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し

た
。
伏
木
町
長
、
下
野
憲
英
同
窓
会
会

長
（
高
13
）
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
の
あ

と
、
若
さ
い
っ
ぱ
い
の
耐
久
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
あ
わ
せ
、校
歌
を
歌
い
、

本
物
の
高
校
生
と
一
緒
に
、
自
分
も

高
校
生
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
山
﨑
正

互
校
長
先
生
（
高
20
）
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。「
学
問
の
要
は
安
民
に
あ
り
」

と
い
う
信
念
で
、
梧
陵
翁
は
こ
の
耐
久

舎
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、

高
校
時
代
に
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
勉
強
し
て
た
の
に
…
…
と

心
の
中
で
言
い
訳
を
し
つ
つ
、
何
十
年

も
若
返
っ
た
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

し
め
く
く
り
は
、
萩
平
勲
会
長
（
高

10
）
の
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
で
、
充
実

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
ま
し
た
。
広

川
町
、
湯
浅
町
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中

を
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
耐
久
会
の
こ
の
取
り
組
み
が
、
ふ

る
さ
と
活
性
化
に
微
力
な
が
ら
も
役
に

立
て
れ
ば
と
念
じ
つ
つ
、
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。
そ
う
そ
う
、
手
作
り
の
な
れ

寿
司
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
9
月
7
日
（
日
）
の
総
会
で

す
。
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
（
Ｊ
Ｒ

弁
天
町
）
が
耐
久
の
卒
業
生
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

関
西
耐
久
会
副
幹
事
長　
　
　

地　

引　

民　

子
（
高
17
）

和歌山耐久会だより
・  ８月　幹　事　会
・11月　総会・懇親会（開催予定）

◆お問い合わせは　TEL 073-475-0310
　　㈱和通内　和歌山耐久会 幹事長 中田まで

この教科書をお持ちの方、
学校の方に寄贈願えませんでしょうか？

小学國語読本「稲むらの火」
　　　　― 中井 常蔵 著（旧中18期）―

お　

願　

い

今
年
も
や
っ
ぱ
り　

ふ
る
さ
と
へ

　
　
「
那
耆
の
海
・
耐
久
ウ
ォ
ー
ク
」

関西耐久会

ファッションアパレル
クルーズカンパニー

株式会社
取締役会長　土岐康二（高7期）

大阪市中央区北久宝寺町
TEL（06）4705-3377

則 岡 宏 牟
（高18期）

www.sunnyside-nn.net

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

同窓会に、ご利用下さい
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齢
を
と
れ
ば
温
泉
で
の
一
泊
が
定
番
と
な

り
今
回
は
白
浜
温
泉
「
ホ
テ
ル
川
久
」
と
し

た
。
五
月
十
四
日
、
南
紀
は
快
晴
。
空
ど
こ

ま
で
も
青
く
海
は
銀
色
に
輝
く
。
山
ま
た
新

緑
に
萌
え
る
。
先
人
が
詠
ん
だ
よ
う
に
南
国

の
五
月
晴
れ
は
ま
さ
し
く
豊
か
で
美
し
い
。

　

四
時
過
ぎ
現
地
集
合
。
総
勢
三
十
三
名
、

う
ち
男
性
は
十
名
、
い
か
に
も
寂
し
い
。
特

筆
す
べ
き
は
今
年
八
十
七
才
に
な
る
恩
師
、

広
井
先
生
「
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
」
と

言
い
な
が
ら
も
そ
の
言
動
は
矍
鑠
と
し
て
お

元
気
そ
の
も
の
、
今
回
も
よ
く
ぞ
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
と
一
同
感
激
。
そ
し
て
同
窓
会

と
云
え
ば
こ
の
人
、
平
井
康
雄
君
。
今
日
ま

で
の
全
て
の
会
を
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
た
恩

人
で
あ
る
。
薬
石
の
効
な
く
一
昨
年
、
多
く

の
友
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
黄
泉
の
国
へ
と
旅

立
っ
た
。
黙
祷
の
中
に
し
ば
し
そ
の
面
影
を

追
い
涙
す
る
。

　

宴
会
。
青
春
に
帰
る
う
れ
し
い
ひ
と
と
き

も
最
早
や
昔
の
よ
う
に
爆
発
的
な
も
の
で
な

い
。
過
ぎ
去
っ
た
激
動
の
七
十
余
年
に
思
い

を
馳
せ
、
い
ま
な
お
こ
う
し
て
旧
友
と
語
り

合
え
る
歓
び
を
じ
っ
く
り
と
噛
み
し
め
る
至

福
の
場
で
あ
る
。
楽
し
い
時
間
は
短
い
。
予

定
の
三
時
間
は
寸
時
に
し
て
終
了
し
た
。

　

翌
日
の
帰
路
は
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て

広
川
町
の
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
を
見
学
。

母
校
の
創
始
者
、濱
口
梧
陵
の
遺
徳
を
偲
ぶ
。

さ
ら
に
湯
浅
町
の
北
町
に
移
動
、
醸
造
を
中

心
に
栄
え
た
歴
史
と
伝
統
の
街
並
み
を
散
策

し
た
。

　

蔵
町
を
抜
け
、
立
石
道
標
を
見
な
が
ら
駅

前
へ
の
道
筋
は
、
数
十
年
余
の
星
霜
を
経
て

そ
れ
な
り
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
随
所
に
往

時
が
偲
ば
れ
て
な
つ
か
し
い
。
卒
業
後
、
地

元
を
離
れ
た
者
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
に
体

感
す
る
故
郷
の
風
、故
郷
の
香
り
で
あ
っ
た
。

　

午
後
三
時
過
ぎ
、
湯
浅
駅
に
て
三
三
五
五

の
形
で
流
れ
解
散
し
た
。

林　

美
喜
男

　

平
成
20
年
、
5
月
14
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
泉

佐
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
32
名
の
参
加
で

和
気
藹
々
の
上
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

地
元
有
田
か
ら
も
、
下
野
会
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
、
関
西
耐
久

会
は
萩
平
会
長
以
下
参
加
で
、
皆
揃
っ
て
、
賑
や

か
に
記
念
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
賞
で
い
た
だ
い
た
湯
浅
産
の
鯵
の
干
物
は

お
家
で
大
好
評
で
あ
っ
た
と
か
。皆
さ
ん
、鼻
高
々

で
ご
帰
宅
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

次
回
は
11
月
12
日
（
水
）
に
第
5
回
の
コ
ン
ペ

を
同
じ
く
泉
佐
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

の
予
定
で
す
。

　

同
志
会
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

関
西
耐
久
会
ゴ
ル
フ
幹
事　

　
　

岡　
 

伸 

彦
（
高
14
期
）

　

23
年
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
留
学
生
と
し

て
耐
久
高
校
で
1
年
間
学

ん
だ
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
デ
ィ

マ
シ
ー
（
旧
姓
・
ラ
パ
ン
ズ
）

さ
ん
が
12
日
、
思
い
出
の
母

校
で
恩
師
や
旧
友
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
。

　

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
さ
ん
は
平
成
4
年
に
夫
の
シ
ル
ビ
オ

さ
ん
と
新
婚
旅
行
で
来
日
し
て
以
来
。
今
回
は
3
人
の

子
ど
も
達
も
同
行
し
て
16
年
ぶ
り
の
訪
日
で
あ
る
。

　

当
時
担
任
し
て
い
た
坂
本
康
寛
先
生
や
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
山
下
智
左
枝
さ
ん
ら
の
呼
び
か
け
に
、
こ
の
日

は
7
名
の
旧
友
が
自
分
の
子
ど
も
達
を
連
れ
て
集
ま
り

再
会
し
、
長
年
の
変
わ
ら
ぬ
友
情
に
涙
し
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。

高3期

南
国
の
五
月
晴
を
満
喫

23
年
前
の
留
学
生
・
16
年
ぶ
り
の
同
窓
会
に
母
校
を
訪
問

第４回関西耐久会ゴルフコンペを開催

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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今
回
、
わ
れ
わ
れ
団
塊
の
世
代
が

還
暦
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
予

定
よ
り
二
年
早
く
の
開
催
と
な
る
。

五
百
余
名
の
う
ち
九
十
七
名
が
関
空

玄
関
口
の
全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ

テ
ル
へ
集
う
。
場
所
が
大
阪
府
下
で

あ
っ
た
の
で
有
田
在
住
者
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
二
台
仕
立
て
て
出
発
す
る
。

差
し
入
れ
の
ビ
ー
ル
と
つ
ま
み
で

「
大
人
の
遠
足
」
の
雰
囲
気
で
到
着

時
に
は
出
来
上
が
っ
て
居
る
者
も
数

名
い
た
。

　

ま
ず
、
二
十
八
名
の
物
故
者
の
冥

福
を
祈
り
、
宴
が
始
ま
る
。
毎
回
出

席
し
て
い
る
者
は
す
ぐ
打
ち
解
け
て

い
る
。
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
人
は

最
初
、
オ
ド
オ
ド
し
な
が
ら
、
名
札

を
覗
き
込
ん
で
確
認
。
話
が
始
ま
れ

ば
高
校
生
の
時
に
戻
り
、
昨
日
の
話

の
続
き
の
よ
う
に
打
ち
解
け
て
い

る
。こ
れ
が
同
級
生
と
い
う
も
の
か
。

昔
に
戻
っ
て
「
元
気
を
も
ら
っ
て
帰

れ
る
」
の
が
同
窓
会
の
良
い
と
こ
ろ

か
。

　

共
通
の
話
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が

三
つ
に
集
約
で
き
る
。

ま
ず
、
孫
の
こ
と
。（
孫
が
可
愛

い
の
か
？
孫
守
り
の
た
め
、
欠
席
し

た
者
も
い
た
）

そ
し
て
、
資
産
（
年
金
）
運
用

の
こ
と
。（
年
金
が
切
り
下
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
投
資
信
託
と
か
株
で

運
用
し
て
い
る
者

も
多
数
。
し
か
し

Ｆ
Ｘ
ま
で
手
を
出

し
て
は
い
な
い
様

子
。
全
て
自
己
責
任
で
）

最
後
に
、
親
の
介
護
と
自
分
の

老
後
の
こ
と
。（
親
を
介
護
す
る
最

後
の
世
代
で
子
に
介
護
さ
れ
な
い
最

初
の
世
代
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
）
の

よ
う
な
話
で
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

で
盛
り
上
が
る
。

　

団
塊
世
代
の
わ
れ
わ
れ
は
「
良
き

に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
」
時
代
を

創
っ
て
き
た
自
負
で
生
き
て
来
た
。

今
還
暦
を
迎
え
て
リ
タ
イ
ア
す
る

者
、
生
涯
現
役
と
豪
語
す
る
者
い
ろ

い
ろ
だ
が
、
元
気
に
会
に
出
席
で
き

る
幸
せ
を
噛
み
締
め
つ
つ
、
自
立
し

て
生
き
た
い
も
の
で
す
。

　

三
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
で
お
開

き
。
そ
れ
ぞ
れ
健
康
に
留
意
し
て
再

会
を
約
す
る
。
別
れ
が
た
い
者
は
カ

ラ
オ
ケ
等
の
二
次
会
へ
ゴ
ー
。

思
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
同
期
は

汗
を
か
い
て
く
れ
る
幹
事
が
い
る
の

で
恵
ま
れ
て
い
る
。
十
数
年
前
よ
り

今
回
で
五
回
目
だ
が
幹
事
の
労
苦
に

は
頭
が
下
が
る
。
私
自
身
余
り
良
い

会
員
で
は
な
い
が
、
参
加
す
る
こ
と

が
幹
事
の
労
苦
に
報
い
る
こ
と
に
な

る
と
肝
に
銘
じ
て
次
回
も
元
気
で
出

席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
出
席
に
迷
っ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
一
歩
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。
利

害
関
係
が
な
く
て
楽
し
い
で
す
よ
。

元
気
を
く
れ
ま
す
よ
。

追
記
①
：
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登

録
す
る
と
仲
間
の
動
向
と
か
そ
の

道
の
プ
ロ
揃
っ
て
い
る
の
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。た
だ
し
全
て
オ
ー
プ
ン
で
す
。

　
　

登
録
は
小
畑
（
市
間
）
英
三

（
〇
九
〇
ー
九
六
二
二
ー

五
九
四
〇
）
君
へ
相
談
の
こ
と
。

追
記
②
：
世
代
を
越
え
た
交
流
の
場

と
し
て
「
同
窓
会
会
館
」
の
建
設

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
集

め
た
寄
付
金
と
会
の
剰
余
金
を
寄

付
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

十
組　

広
川
町　

森 

下　

秀 
樹

◇下野前会長の功績を讃えての慰労会（５月 16 日）
　ＯＢ会長として 12 年間、選手のサポートからＯＢ会報の
　発刊、創部 100 周年記念事業（平成 17 年）に尽力された。

会　

長　
　

楠　
　
　

義　

隆
（
50
年
卒
）

副
会
長　

　

馬　

上　

哲　

也
（
48
年
卒
）

　

〃　
　
　

櫻　

井　

重　

和
（
50
年
卒
）

　

〃　
　
　

玉　

置　

文　

雄
（
55
年
卒
）

事
務
局　

　

大　

西　
　
　

裕
（
57
年
卒
）

会　

計　
　

栖　

原　

丈　

博
（
平
成
元
年
卒
）

高18期

﹇
平
成
二
十
年
六
月
十
五
日
﹈

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

昭
和
41
年
卒 

第
五
回
同
窓
会

　

 

下
野 

憲
英 

氏
よ
り

　
　

 

楠 

義
隆 

新
会
長
に

　
　
　
　
　
　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

20
年
１
月

高
校
18
期
様
よ
り
同
窓
会
館
建

設
基
金
と
し
て
金
十
万
円
を
御
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。

母校の発展と
　　同窓会館の実現を！

高校18期一同

湯浅ボランタリーガイド協会

世話人代表  半 辺　宗 五
090－7877－4749

ゆあさの歴史勉強，町案内

歴史と文化と味のまち

代表者　古　田　康　夫 （高校19期）

古　田　製　材
FURUTA SEIZAI

〒643-0174  有田郡有田川町糸野353-2
Tel/Fax. 0 7 3 7 - 3 2 - 2 1 6 2
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卒
業
30
周
年
を
記
念
し
て
始
め
た
一

泊
で
の
企
画
。
目
下
毎
年
の
慣
例
行
事

と
な
っ
て
お
り
、
参
加
出
来
る
幸
せ
を

感
謝
し
な
が
ら
の
旅
で
も
あ
る
。

　

今
回
申
込
み
時
点
で
43
名
を
数
え
最

終
的
に
は
35
名
と
大
幅
な
減
少
。
矢
張

り
加
齢
に
は
逆
ら
え
な
い
現
実
が
こ
こ

に
も
見
ら
れ
た
。「
自
覚
と
健
康
管
理

を
第
一
に
、
夢
と
希
望
に
更
に
磨
き
を

か
け
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
努
力
の
大
切

さ
。」「
二
回
の
千
日
回
峰
行
を
成
し
遂

げ
ら
れ
た
酒
井
雄
哉
・
大
阿
闇
梨
の『
一

日
が
一
生
』
の
言
葉
に
感
動
し
た
り
」

会
話
の
内
容
も
随
分
と
様
変
わ
り
を
み

せ
た
も
の
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
と
し

て
、「
今
日
を
悔
い
な
き
よ
う
生
き
る
」

こ
れ
が
合
言
葉
と
も
読
み
と
れ
た
。

　

5
月
18
日
（
日
）
と
19
日
（
月
）、

今
回
は
和
歌
山
組
の
六
名
で
お
世
話
下

さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
起
点
を
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
駅
東
口
、
一
路
バ
ス
で
湯
浅
―
熊

野
本
宮
大
社
―
渡
瀬
温
泉
（
ホ
テ
ル
さ

さ
ゆ
り
泊
）
が
初
日
の
コ
ー
ス
。
西
日

本
屈
指
の
露
天
風
呂
、
吊
り
橋
と
野
趣

あ
ふ
れ
る
風
情
を
満
喫
し
、
お
待
ち
か

ね
の
宴
で
は
「
海
雪
」
の
ジ
ェ
ロ
を
筆

頭
に
、
数
々
の
新
曲
が
、
高
尚
な
詩
舞

が
あ
る
と
思
え
ば
、
真
赤
な
ド
レ
ス
を

着
こ
な
す
（
?
）
ジ
ー
ジ
ー
と
多
種

彩
々
、
勿
論
時
間
を
忘
れ
て
の
最
高
の

夜
を
演
出
し
た
。
翌
日
早
々
の
出
立

は
、
一
路
聖
地
高
野
山
へ
の
道
程
で
あ

る
。
延
々
と
続
く
車
中
で
は
里
見
浩
太

朗
の
「
稲
む
ら
の
火
」
を
皆
で
覚
え
合

唱
。
こ
れ
も
忘
れ
得
ぬ
一
コ
マ
で
あ
ろ

う
。

　

高
野
山
福
智
院
で
は
巨
匠
に
よ
る
庭

園
と
精
進
料
理
を
堪
能
―
。
山
内
ガ
イ

ド
に
導
か
れ
て
の
奥
の
院
で
は
水
か
け

地
蔵
に
水
を
手
向
け
参
拝
。
旅
の
終
り

は
、
先
立
た
れ
た
40
余
名
の
供
養
で
あ

る
。
読
経
の
中
、
神
妙
な
面
持
で
の
焼

香
を
行
う
。
遠
距
離
連
中
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
時
間
と
の

戦
い
で
あ
る
。
早
々
に
参
詣
を
中
座
さ

せ
て
頂
き
バ
ス
に
戻
る
。
お
土
産
に
と

注
文
し
て
お
い
た
名
物
ゴ
マ
豆
腐
は
座

席
を
占
拠
し
て
い
た
。
寸
時
を
惜
し
む

か
の
様
に
、元
気
で
亦
会
い
ま
し
ょ
う
、

来
年
は
大
阪
担
当
よ
…
…
こ
の
光
景
は

何
時
も
と
全
く
変
わ
ら
な
い
賑
や
か

さ
。
さ
て
さ
て
、
今
回
の
旅
、
そ
れ
ぞ

れ
の
心
の
土
産
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
か
。　

　
　
　
　

橋　

本　

佳　

巳

〈
台
詞
〉

こ
れ
は
、
小
泉
八
雲
が
感
銘
を
受
け
て
書
き
上
げ
た

実
話
で
す
。

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
百
五
十
年
前
の
江
戸
時
代
、

紀
州
は
廣
村
に
、
安
政
の
南
海
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
多
く
の
村
人
の
い
の
ち
を
救
っ
た
男

濱
口
梧
陵
の
物
語
で
あ
り
ま
す
。

日
暮
れ
の
村
に　

大
地
が
ゆ
れ
る

津
波
が
く
る
ぞ　

津
波
だ
ぞ

　

松た
い
ま
つ明

か
ざ
し
て　

儀
兵
衛
は
丘
へ

　

稲
む
ら
の
火
は　

い
の
ち
を
救
う

　

一
緒
に
行
く
ん
だ　

村
の
衆

〈
台
詞
〉

大
丈
夫
か
？　

こ
れ
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
も
の
を
助
け

に
ゆ
く
ぞ
。

若
者
た
ち
よ
、
松
明
を
持
て
！

こ
の
有
様
で
は
、
逃
げ
場
も
わ
か
ら
な
い
。

刈
り
取
っ
た
ば
か
り
の
稲
だ
が
、
や
む
を
え
な
い
。

稲
む
ら
に
火
を
点
け
て
、逃
げ
場
の
目
印
に
し
よ
う
！

津
波
の
ひ
い
た　

湯
浅
の
海
が

痕の
こ

し
た
爪
の　

す
さ
ま
じ
さ

　

田
畑
は
え
ぐ
ら
れ　

家
屋
は
流
れ

　

稲
む
ら
の
火
は　

い
の
ち
の
灯
り

　

夜
空
を
焦
が
し
て　

燃
え
さ
か
る

四
年
を
か
け
た　

堤
防
工
事

感
謝
の
声
が　

こ
だ
ま
す
る

　

私
財
を
投
げ
う
つ　

儀
兵
衛
の
偉
業

　

稲
む
ら
の
火
は　

紀
州
の
ほ
こ
り

　

歴
史
が
生
き
て
る　

松ま
つ
ば
や
し林

凡　

骨　

堂
（
四
期
）

・
六
時
限
バ
ケ
ツ
で
伏
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
コ
が
鳴
く

・
空
き
弁
に
カ
エ
ル
贈
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
は
オ
レ

・
あ
か
ね
空
後
れ
毛
揺
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

恋
を
知
る

・
あ
の
レ
タ
ー
代
筆
だ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　

言
い
そ
び
れ

・
師
も
迷
う
手
に
手
ほ
ど
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

出
た
ま
ん
ま

・
紅
を
さ
す
か
が
み
縮
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　

恋
い
し
君

高4期

胸元にジェロならぬ ZERO
（手づくりの文字が輝く）

　　作詞／高畠じゅん子
　　作曲／岡　千秋　　
　　編曲／蔦　将包
　　　唄／里見浩太朗

好
期
幸
齢
者
ご
一
行
ー
熊
野
・
高
野
を
巡
る
！

デジカメよりプリントは
超高画質フジカラー純正で20分仕上げ！

オークワ湯浅店TEL（0737）63－2170
オークワ吉備店TEL（0737）52－7808

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！

頑張れ母校

大　畑　　　稔
橋　本　佳　巳

［高校４期］

津　村　建四朗
橋　野　隆　平
西　邑　　　孝
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平
成
20
年
六
月
二
十
九
日
湯
浅
城
で

一
・
二
・
三
組
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
遠
方
か

ら
も
か
け
つ
け

て
く
れ
、
61
名

の
出
席
者
と
な
り
ま
し
た
。
開
会
挨
拶

後
、
物
故
者
10
名
の
御
冥
福
を
お
祈
り

し
、
黙
祷
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
話

人
代
表
石
井
嘉
幸
様
の
挨
拶
。

　

乾
杯
後
、
久
し
ぶ
り
の
出
会
い
に
懐

し
く
再
会
を
喜
び
合
い
、
和
気
藹
々
の

中
、
校
歌
も
歌
い
、
学
生
時
代
に
戻
っ

た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
全
員
で
一
つ
の
輪
に
な
り

肩
組
み
合
い
「
高
校
三
年
生
」
を
合
唱
、

二
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て
、
湯
浅
城

を
後
に
。

　

有
志
で
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
を
見

学
、偉
大
な
濱
口
梧
陵
さ
ん
に
心
酔
し
、

防
災
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

二
次
会
も
大
勢
の
方
々
で
賑
わ
い
、

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
盛
会
の
う
ち
幕
を

と
じ
、
愉
快
で
幸
せ
な
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。世

話
人　

松 

野 

究 

子
（
筋
原
）

松 

野 

伸 

子
（
河
村
）

 
　

６
月
15
・
16
日
の
同
級
会
に
は
32
名

の
方
々
が
出
席
し
て
く
れ
、
幹
事
一
同

心
か
ら
感
謝
し
て
ま
す
。
と
り
わ
け
、

関
東
地
区
か
ら
3
名
、
関
西
地
区
か
ら

も
3
名
と
遠
路
の
お
運
び
…
、
お
お
き

に
で
し
た
！　

ま
た
、
幹
事
の
行
き
届

か
ぬ
と
こ
ろ
を
お
手
伝
い
頂
い
た
方
々

に
は
、
あ
り
が
と
う
！
（
タ
ス
カ
リ
マ

シ
タ
）

　

思
う
て
い
た
よ
り
〝
お
泊
り
〞
が
多

く
、
夜
中
ま
で
ど
っ
か
の
部
屋
に
寄
り

集
ま
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
人
達
も
い

ま
し
た
が
、
…
誰
か
な
？　

み
ん
な
、

ま
だ
ま
だ
元
気
で
や
か
ま
し
い
…
！

　

ま
た
、
今
回
は
都
合
が
つ
か
ず
欠
席

と
な
っ
た
方
々
か
ら
の
〝
近
況
た
よ

り
〞
も
、
お
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
同
級
会
の
締
め

と
し
て

①
今
回
残
念
な
こ
と
に
欠
席
し
た
方
々

に
は
、
当
日
の
配
布
資
料
と
集
合
写
真

を
送
り
ま
す
。

②
母
校
で
は
多
目
的
研
修
室
（
仮
称
）

整
備
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
算

が
極
め
て
厳
し
い
折
柄
、
卒
業
生
に
対

す
る
寄
付
願
い
も
検
討
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
今
後
寄
付
願
い
を
受
け
た
場
合

に
は
、「
会
と
し
て
２
万
円
寄
付
」
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
了
承
願
い
ま

す
。（
同
窓
会
費
を
含
む
）（
先
日
の
同

級
会
の
残
余
金
か
ら
支
出
し
ま
す
。
個

人
で
の
寄
付
は
各
自
判
断
し
て
下
さ

い
）

同
級
会
の
次
第

【
15
日
】
開
会
〜
物
故
者
に
黙
祷
〜
校

歌
2
番
ま
で
〜
6
月
に
ち
な
み
、
席
番

6
の
前
壽
二
君
が
詩
の
朗
読
で
挨
拶
〜

生
馬
敏
賀
君
が
集
合
写
真
を
撮
影
〜
乾

杯
は
15
日
に
ち
な
み
、
席
番
15
の
喜
多

佳
久
君
〜
食
事
・
歓
談
〜
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
顔
・
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
を
上
映
（
法

眼
正
和
君
）
〜
次
回
幹
事
決
定
＝
堀
尾

哲
夫
、
上
山
寿
子
、
喜
多
佳
久
、
田
端

美
鈴
の
4
氏
＝
中
締
め
挨
拶
〜
（
2
次

会
々
場
へ
＝
歓
談
・
カ
ラ
オ
ケ
）
〜

22
時
30
分
閉
会

【
16
日
】
8
時
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
〜
次

回
の
再
会
を
約
し
て
散
会
〜
帰
路
に
つ

く
方
、ポ
ル
ト
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
遊
ぶ
方
、

仕
事
へ
向
か
う
方
等
々

幹
事
一
同
（
山
本
・
橋
本
・
津
浦
・
前
）

高13期

高16期

昭
和
39
年
卒
一
・
二
・
三
組
の
集
い

昭
和
36
年
卒
五
・
六
組

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
・
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
に
集
合

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局
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陸
上
競
技
部
は
、
現
在
、
部

員
25
名
（
男
子
12
名
、
女
子

13
名
〉
で
、顧
問
の
児
島
先
生
、

田
村
先
生
の
熱
烈
な
指
導
の

下
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
私
は
、
去
年
6
月
か
ら

今
年
の
6
月
ま
で
キ
ャ
プ
テ

ン
を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
総

合
体
育
大
会
を
期
に
、
新
キ
ャ
プ
テ

ン
に
引
き
継
が
れ
新
チ
ー
ム
と
し
て

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
陸
上
を
始
め
た
の
が
高

校
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
の
で
キ
ャ

プ
テ
ン
を
す
る
の
に
少
し
迷
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
先
輩
や
同
級
生
、
後

輩
、
先
生
の
支
え
も
あ
り
今
ま
で
続

け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
私
か
ら
見
た
陸
上
競
技
部
の
印

象
は
「
先
輩
後
輩
分
け
隔
て
な
く
仲

が
良
く
、
意
欲
を
持
っ
て
練
習
に
取

り
組
む
事
が
で
き
る
。」
と
、
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
試
合
で
は
、
互
い
が
互
い
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
練
習
で
は
、
声
を

掛
け
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
し
合

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
毎
日
自
主
的

に
や
っ
て
い
る
朝
練
に
は
、
ほ
と
ん

ど
の
部
員
が
参
加
し
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
放
課
後
や
っ
て
い
る
練
習
で

も
、
自
分
な
り
に
課
題
を
見
つ
け
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
行
わ
れ
た
総
合
体
育

大
会
で
計
六
種
目
の
部
門
で
入
賞

し
、
10
人
の
部
員
が
近
畿
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
先
生
に
聞
い
た

と
こ
ろ
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
近
畿
に

出
場
す
る
の
は
、
な
か
な
か
な
い
こ

と
で
と
て
も
珍
し
い
と
の
事
で
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
て
改
め
て
凄
い
事

な
ん
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
先

日
そ
の
近
畿
大
会
も
す
で
に
終
わ
り

ま
し
た
。
い
い
成
績
は
残
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
更
新
な
ど

が
あ
っ
た
り
と
個
人
的
に
は
い
い
内

容
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

三
年
生
は
こ
の
試
合
で
引
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
三
年
間
の
陸
上
人
生

で
培
っ
た
も
の
は
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
ま
で
陸
上
を
続
け
て
こ

れ
た
の
は
親
や
先
生
、
周
り
の
人
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
残
っ
た

下
級
生
も
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
練

習
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
耐
久
高
校
の
陸
上
部
の
レ
ベ

ル
は
確
実
に
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す

!!　

ま
だ
ま
だ
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
努
力

す
る
事
に
関
し
て
は
他
の
高
校
に
は

負
け
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
今
後
と
も
活
動
を
温

か
く
見
守
っ
て
頂
き
た
く
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン　

3-1　

東 

本 

昇 

也

◎
Ｅ
ｃ
ｈ
ｏ
、
西
邑
孝
様
の

「
せ
め
て
、
母
校
の
校
歌
や
君

が
代
ぐ
ら
い
胸
を
張
っ
て
歌

え
る
よ
う
努
め
よ
う
。」
誠
に

然
り
。
八
十
四
才
、
私
ま
す

ま
す
こ
の
純
真
さ
と
パ
ワ
ー

に
あ
や
か
り
た
い
で
す
。

安
野
谷
泰
佑
（
旧
中
34
回
）

◎
「
特
集
」
梧
陵
像
に
関
す
る

玉
稿
は
貴
重
な
記
録
と
し
て
後

世
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。　

有
本　

充（
高
４
期
）

◎
「
文
化
祭
の
ひ
と
こ
ま
」

か
ら
も
「
耐
久
」
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。「
耐
久
は
不
滅
で
あ

る
」
こ
と
を
梧
陵
さ
ん

も
見
守
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

宮
下　

稔
（
高
４
期
）

◆
ご
献
金
有
難
う
ご
ざ
い

　

ま
し
た

 ・
江
川
瑞
峰 

様（
高
校
15
期
）

・
有
田
高
女
同
窓
会 

様

・
高
校
３
期
同
窓
会 

様

・
高
校
４
期
同
窓
会
様 

・
高
校
13
期（
５
・
６
組
）様 

・
高
校
16
期（
三
年
１
・
２
・
３

組
）
様 

・
高
校
18
期
同
窓
会
様 

・
高
校
19
期（
７
・
８
・
９
組
）様 

・
高
校
29
期
同
窓
会
様 

・ 

郵
便
振
替
に
よ
る
、
ご
協

力
で
支
援
下
さ
っ
た
多
く

の
皆
様
に
も
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

　

世
界
中
の
熱
気
と
興
奮
の
中
で
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

日
本
の
選
手
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で

大
い
に
健
闘
し
、
数
々
の
夢
と
感
動
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
森
本
清
仁
教
頭
先
生
を

お
迎
え
し
、
着
任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
と
し
て
、
長
年
母
校
の

た
め
に
尽
力
し
多
大
な
功
績
を
あ
げ
ら

れ
た
元
校
長
薮
添
泰
弘
氏
に
教
育
観
や

耐
久
高
生
へ
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
が
盛
会

裏
に
終
り
、
ま
た
関
西
耐
久
会
の
「
耐

久
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
桜
花
爛
漫
の
下
、

耐
久
舎
・
東
濱
口
家
や
深
専
寺
な
ど
を

訪
れ
、
広
川
・
湯
浅
町
あ
げ
て
歓
迎
す

る
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

念
願
の
有
田
耐
久
会
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
活
動
が
い
よ
い
よ
軌
道
に
乗
り
ま

し
た
。
皆
様
方
に
は
お
力
添
え
い
た
だ

き
、
今
後
の
活
動
と
発
展
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
、
紙
面
の
都
合
で
「
旧
耐
久
中
」

「
有
田
高
女
」
関
連
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
に
は
、
先

輩
方
の
玉
稿
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

多
忙
な
中
執
筆
、
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
し
た
皆
様
方
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
の
発
行
に
際
し
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
訂
正
と
お
詫
び
（
前
回
21
号
）

・
５
頁
「
特
集
」

 　
　

神
部
峰
男
↓
神
戸
峰
男

・
10
頁
「
第
九
期
四
・
五
組  

合
同
ク

ラ
ス
会
」

 　
　

片
意
地
の
↓
肩
肘
の

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148

安
野
谷　

泰　

佑

・
日
の
丸
を
振
ら
れ
ふ
り
し
も
長
ら
え
て

　
　
　
　
　

旧
姓
聞
け
ば
お
か
っ
ぱ
浮
か
ぶ

・
歌
舞
伎
な
ら
「
送
り
三
重
」
鳴
り
初
む
る

　
　
　
　
　
　
　

傘
寿
で
燃
え
ん
わ
が
歌
の
道

（
旧
中
34
回
）

斎　

藤　

キ　

イ

・
は
る
ば
る
と
越
え
て
来
し
か
な
幾
山
河

　
　
　
　
　
　

山
な
み
級
友
ら
の
光
背
と
な
る（

有
田
高
女
・
職
員
）

・
油
蝉
と
法
師
蝉
と
の
勢
力
に

　
　
　
　
　
　
　
　

消
長
あ
り
て
季
節
う
つ
ら
ふ

・
何
の
花
瓶
に
挿
さ
ん
と
さ
庭
辺
を

　
　
　
　
　
　
　
　

迷
い
歩
く
も
楽
し
き
日
課

・
八
十
の
齢
を
機
に
雅
号
を
ば

　
　
　
　
　
　
　
　

五
雲
望
に
す
る
と
夫
は
言
ひ
張
る

（
阪
神
大
震
災
時
、
私
を
激
励
の
た
め
マ
イ
カ
ー
で

　

訪
れ
て
下
さ
っ
た
級
友
達
に
感
謝
し
て…

…

）

と　

も

（
註
）先
生
は
現
在
一〇
一才
。以
前
詠
ま
れ
た
句
の
中
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

絆 絆 
陸
上
競
技
部
の
巻

部活OB・OGたちの 


